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會

　

報

日
本
山
岳
會

こ
と
し
の
山
祭
う

去
年
の
六
月
、
ゥ
ェ
ス
ト
ン
さ
ん
の

レ
リ
ー
フ
が
神
河
内
に
再
建
さ
れ
、
簡

素
な
が
ら
除
幕
式
を
や
つ
た
際
に
、
毎

年
こ
の
頃
集
ま
ら
う
で
は
な
い
か
と
の

話
が
持
上
り
、
今
年
は
各
支
部

へ
も
連

絡
し
、
在
京
會
員
に
は
含
報
で
間
に
合

ふ
よ
う
に
知
ら
せ
た
。

六
月
十
二
日
朝
松
本
騨
前
か
ら
貸
切

リ
バ
ス
で
中
ノ
湯
ま
で
、
乗
物
を
お
り

て
か
ら
は
，
三
十
餘
人
が
三
々
伍
々
谷

を
さ
か
の
ぼ
つ
て
Ｄ
三
時
牛
、
吹
雲
の

や
う
に
小
梨
の
花
が
散
る
小
梨
手
の
天

幕

へ
着

い
た
。
五
時
牛
、
丸
西
の
食
堂

に
．
東
京
か
ら
は
棋
氏
以
下
大
勢
　
開

西
か
ら
は
藤
木
西
岡
雨
老
以
下
大
勢
、

中
京
か
ら
ｂ
信
濃
支
部
か
ら
線
勢
七
八

十
人
に
及
ぶ
山
仲
間
が
集
つ
た
。席
上
、

藤
島
西
岡
藤
木
槙
の
各
氏
か
ら
、
木
暮
ゝ

茨
木
．
榎
谷
．
ク
ー
リ
ツ
デ
四
故
人
の

追
悼
談
が
あ
り
、
山
の
先
輩
を
偲
ん
だ
。

夕
食
後
、
梓
川
原
で
．
燃
料
不
足
の
営

節
、
氣
が
ひ
け
る
ほ
ど
の
大
焚
火
を
回

む
座
談
會
。
先
輩
の
懐
薔
談
、
新
進
の

ふ
死

口
〓
ψ

９
“

′４
１
ユ

登
は
ん
談
と
興
は
つ
き
な
か
つ
た
が
十

時
散
會
ゝ
め
い
ノ
＼
ね
ぐ
ら
に
か
え
つ

た
。
十
三
日
は
九
時
か
ら
、
清
掃
さ
れ

た
レ
リ
ー
フ
の
前
で

一
同
款
藤
の
後
ゝ

藤
島
氏
は
レ
リ
ー
フ
の
出
来
を
、
棋
氏

は
故
翁
の
思
ひ
出
を
語
り
、
婦
人
参
含

者
の
手
で
美
し
い
野
花
の
東
が
捧
げ
ら

れ
、
行
事
維
了
。
あ
と
は
山
を
下
る
も

あ
り
、
耐
河
内
で
悠
々
組
も
あ
り
．
残

雲
豊
か
な
る
高
み
ヘ
グ
リ
セ
ー
ド
を
楽

し
み
に
登
つ
た
仲
間
も
あ
る
。

書
い
て
み
れ
ば
ｂ
こ
れ
だ
け
の
こ
と

だ
が
、
山
の
仲
間
が
毎
年

一
回
奮
交
新

交
を
温
め
に
、
集
る
場
所
と
し
Ｃ
神
河

内
な
ら
ば
申
分
な
い
し
、
そ
の
前
後
に

あ
の
邊
の
山
を
勝
手
に
登
り
歩
く
機
倉

と
も
な
る
。
ま
だ
今
年
は
三
度
目
だ
。

今
後
、
趣
向
次
第
で
こ
の
集
り
を
ど
の

よ
う
に
も
向
け
て
ゆ
く
こ
と
は
出
来
る

で
あ
ら
う
。
経
り
に
い
ろ
ノ
ヽ
盤
力
さ

れ
た
信
濃
支
部
、
松
本
高
校
山
岳
部
、

西
穂
小
屋
主
人
等

へ
深

い
謝
意
を
表
す

る
。

（
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
り
と
い
ふ
こ
と

で
は
じ
め
た
こ
の
企
て
も

「
山
祭
り
」

と
改
め
ら
れ
て
Ｄ
毎
年
六
月
に
相
集
ふ

こ

くＬ
に
き
め
ら
れ
た
。）

夏
季
登
山
講
管
會

七
月

一
日
及
二
日
午
後
五
時
牟
か
ら
交

通
文
化
博
物
館
講
堂
に
お
い
て
開
催
Ｄ

内
容
及
講
師
は
左
の
通
り
で
あ
つ
た
。

パ
ー
テ
イ
ー
の
編
成
及
そ
の

運
行
に
つ
い
て
　
　
堀
田
　
爾

一

装
備
入
食
糧
　
　
　
林
　
　
和
夫

技
術
　
　
　
　
　
　
今
村
　
正
三

危
険
に
つ
い
て
　
　
谷
口
　
現
吉

内
容
充
貴
し
た
極
め
て
有
意
義
の
も
の

で
あ
つ
た
が
　
時
日
に
餘
裕
な
く
宣
博

が
不
十
分
な
た
め
聴
講
者
は
豫
定
に
充

た
ず
。
併
し
六
十
餘
名
が
熱
心
に
聴
講

し
た
。
（
指
営
者
―
―
林
理
事
）

山
岳
線
合
展
覧
會

前
貌
に
豫
告
し
た
展
覧
會
は
七
月
八
日

か
ら
十
五
日
ま
で
日
本
橋
丸
善
の
階
上

に
於
Ｃ
開
催
。
和
洋
山
岳
固
書
、
地
同
ゝ

窟
藁
、
檜
書
、
登
山
用
具
、
高
山
植
物

標
本
等
が
展
示
さ
れ
た
。
固
書
は
欧
洲

ア
ル
プ
ス
、
南
北
ア
メ
リ
カ
、
ヒ
マ
ラ

ャ
　
技
術
、
案
内
、
藝
術
、
極
地
探
検

等
に
分
類
さ
れ
戦
災
に
よ
つ
ご
多
く
の

同
書
が
友
儘
に
覇
し
た
に
も
拘
は
ら
ず

貴
重
な
も
の
が
集
め
ら
れ
、
添

へ
ら
れ

た
故
辻
村
Ｄ
大
島
、
板
倉
諸
先
輩
の
原

稿
や
ノ
ー
ト
を
興
味
ふ
か
く
熱
税
す
る

人
も
少
く
な
か
つ
た
。
結
費
は
中
村
、

茨
木
、
足
立
っ
矢
時
書
伯
の
も
の
ヽ
外

欧
洲
の
も
の
が
掲
げ
ら
れ
、
茨
木
監
伯

の
ス
ケ
ツ
チ
敷
紺
は
故
人
を
思
ふ
よ
す

が
と
な
つ
た
。
登
山
用
具
を
熱
心
に
期

察
す
る
若
人
の
敷
も
多
く
、
極
地
用
天

幕
及
局
品
等
の
説
明
は
更
に
詳
細
を
つ

く
す
べ
く
、
又
夫
同
は
各
日
の
措
営
理

事
が
出
来
る
だ
け
説
明
の
分
を
と
る
べ

き
で
あ
る
と
い
ふ
論
も
出
て
ゐ
る
。
欲

を
い
へ
ば
き
り
が
な
い
し
、
又
こ
れ
で

満
足
と
も
思
は
な
い
が
．
ま
づ
経
戦
後

行
は
れ
た
展
覧
會
と
し
て
十
分
記
憶
さ

れ
て
い
ヽ
も
の
で
あ
ら
う
。

講
演
と
映
書
の
會

山
岳
展
覧
合
開
催
期
間
中
七
月
十
日
午

後
交
轟
博
物
館
講
堂
に
お
い
て
次
の
内

容
で
講
演
と
映
量
の
含
を
催
し
た
。

山
登
り
と
い
ふ
こ
と
　
松
方
二
郎

ス
イ
ス
の
山
の
族
　
　
田
口
二
郎

映
蓋

「
富
士
山
頂
親
測
所
」

「
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
り
」

木
會
者
は
三
百
餘
名
に
達
し
中
々
の
盛

會
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
中
に
本
會
員
の

顔
の
見
え
る
も
の
が
案
外
に
少
な
か
つ

た
の
は
や
ゝ
寂
し
か
つ
た
。

山
岳
、山
―
原
稿
募
集

「
山
岳
」
は
別
記
の
通
り
河
出
書
房
に

於
Ｃ
登
賣
九
月
中
に
戦
後
第

一
琥
を
強

刊
年
四
同
愛
行
の
豫
定
。
叉
従
来
交
通

公
祗
で
指
営
の

「
山
」
も
河
出
書
房
と

話
が
ま
と
ま
り
十
月
褒
行
豫
定
の
六
琥

か
ら
同
書
房
を
煩
は
す
こ
と
に
な
つ
た

就
い
で
は

「
山
岳
」

「
山
」
に
封
し
全

含
員
の
熱
心
な
御
協
力
を
順
ひ
た
く
倉

員
で
あ
る
な
し
を
問
な
ず
廣
く
原
縞
を

募
集
す
る
。

内
容
は
改
め
Ｃ
記
す
必
要
も
な
い
と
思

ふ
が
山
岳
に
開
す
る

一
、
論
説
、
研
究
、
階
想

二
、
登
山
記
録
．
紀
行

三
．
紹
介
Ｄ
書
評
っ
等
ヽ

四
ゝ
篤
員
、
縮
蓋

▽
日
書
室
再
建
資
金
募
集
△

こ
の
計
書
に
付
て
は
前
琥
に
嚢
表
し
た

通
り
で
あ
る
。
建
築
手
績
は
着
々
進
行
し

つ
ヽ
あ
る
が
、

資
金
の
方
は
専
任
措
営
の

藤
島
理
事
は
じ
め
各
理
事
懸
命
の
努
力
に

も
か
ヽ
わ
ら
す
Ｄ　
八
月
末
現
在
で
日
標
の

一
割
に
も
達
し
な
い
と
い
ふ
心
細
い
状
態

で
あ
る
。
背
水
の
陣
を
布
い
た
本
會
の
立

場
を
賢
察
さ
れ
．
我
國
登
山
界
の
た
め
に

も
Ｄ
會
員
諸
兄
応
分
の
御
寄
附
を
鮫
に
重

ね
て
お
願
ひ
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
カ
ツ
ト
は
そ
の
設
計
固
）

●
御
途
金
方
法
―
―

郵
便
小
鶯
替
或
は
逮
会
ノ‐、
切
手
で
も
緒

構
で
す
が
ゝ
東
京
銀
行
本
店
本
含
名
義

普
通
預
金
田
座
（
二
八
七
暁
）
へ
御
振
込

が
便
利
で
す
。

1●
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登
山
記
録
の
蒐
集

に
就
い
て

「
山
岳
」
は
日
本
登
山
界
全
畿
の
た
め

最
も
役
立
つ
も
の
に
し
た
い
念
願
か
ら

今
後
有
意
義
な
登
山
記
録
及
び
遭
難
報

告
は

一
つ
残
ら
ず
會
に
蒐
集

一
括
し
て

定
期
的
に

「
山
岳
」
誌
上
に
嚢
表
し
た

い
と
思
ふ
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
各

地
支
部
、
各
校
山
岳
部
、
各
地
山
岳
含

等
に
通
知
を
出
し
た
が
国
性
た
る
と
個

人
た
る
と
を
問
は
ず
右
の
主
旨
に
賛
同

の
上
積
極
的
な
協
力
を
賜
り
た
い
。

東
京
支
部
山
行

（
乾
徳
山
）

五
月
二
十
九
日
―
三
十
日

徳
和
の
部
落
で
は
故
荒
井
邁
太
郎
氏

に
縁
の
あ
る
お
家
に
厄
介
に
な
り
、
手

打
ノ
バ
の
御
馳
走
を
う
け
。
ウ
グ
ヒ
ス

ツ
ヽ
ド
リ
の
馨
．
舞
鶴
草
、
白
花
延
齢

草
、
蒲
島
草
な
ど
の
花
に
恵
ま
れ
た
幸

多
い
山
行
で
あ
つ
た
。
参
加
者

（
石
原

憲
治
、
林
正
夫
、
高
島
仁
郎
、
浅
田
久

美
子
、
岡
本
豊
子
．
小
高
ひ
ろ
子
、
坂

倉
登
喜
子
ｂ
村
井
米
子
）

記
録
の
種
類
は
な
に
も
初
登
攀
と
か

横
雲
期
の
も
の
に
限
ら
ず
、
各
方
面
よ

り
み
て
有
意
義
な
も
の
は
出
来
る
だ
け

多
く
御
途
り
願
ひ
た
い
。
原
稿
は
必
ず

山
岳
倉
内

「
山
岳
」
編
集
係
宛
の
こ
と

女
子
部
懇
談
會

五
月
十
二
日
　
第

一
同
を
維
育
館
に
て

開
催
。
懇
談
及
び
今
後
の
計
養
等
を
研

究
．
乾
徳
山
、
尾
瀬
ケ
原
等
の
山
行
希

望
な
ど
相
談
し
た
。
参
加
者

（
久
保
田

ふ
み
子
．
小
高
ひ
ろ
子
、
板
倉
黎
子
、
今

井
喜
美
子
．
坂
倉
登
喜
子
ゝ
村
井
米
子
）

秋
の
山
行
豫
定

尾
瀬
ケ
原
　
九
月
中
旬
　
午
後
残
山
中

二
泊
。
申
込
は
村
オ
米
子
ま
で
。

本
年
度
東
京
文
部

役
員

東
京
支
部
長
（
東
京
都
山
岳
含
長
）
（
松

方
二
郎
）
理
事
長
（
山
下

一
夫
）
常
任
理

事

（
薦
井
正
吉
―
飛
主
事
ゝ
演
野
正
夫

村
井
米
子
、
小
野
幸
、
鈴
木
正
彦
．
坂

倉
登
暮
子
、
渡
蔀
悦
雄
）
理
事

（
原
全

教
、
堀
田
弼

一
、
今
村
正
三
、
今
井
喜

美
子
、
村
松
巌
、
大
神
田
軍
治
、
谷
口

會
費
納
入
に
つ
を
お
願
ひ

本
年
度
の
含
費
に
つ
い
て
は
既
に
前
琥
に
記
載
し
ま
し
た
が
Ｄ
未
だ

お
排
込
の
な
い
方
も
相
営
あ
り
ま
す
の
で
此
の
際
是
非
御
途
金
を
願

ひ
ま
す
。
郵
税
共
の
他
の
物
債
も
騰
貴
し
合
の
財
政
も
十
分
と
は
い

へ
ま
せ
ん
の
で
含
員
各
位
の
御
協
力
を
切
望
し
ま
す
。

在
京
含
費
は
支
部
費
共
百
園
じ
地
方
支
部
所
属
含
員
或
は
地
方
在
住

會
員
は
二
十
園
で
す
。

御
排
込
な
き
方
へ
一
カ
通
知
す
る
の
が
建
前
で
す
が
郵
税
も
上
り
ま

し
た
の
で
そ
れ
は
省
略
し
ま
す
故
御
了
承
願
ひ
ま
す
。

現
吉
．
渡
邊
公
平
）
監
事
（
河
田
積
）
東

京
都
駐
育
會
と
の
連
絡
係
（濱
野

‐‐．
男
）

五
月
二
十

一
日
東
京
支
部
理
事
含
開
催

新
理
事
の
顔
合
せ
懇
談
を
行
ひ
昨
年
度

理
事

へ
の
感
謝
の
件
、
及
び
今
後
の
理

事
含
は
本
部
理
事
會
と
合
同
に
て
畢
行

問
題
の
種
類
に
よ
つ
て
分
指
す
る
こ
と

に
決
議
し
た
。

理

事

會

芳

他

五
月
十
五
日
　
理
事
含

五
月
廿
一
日
　
東
京
支
部
理
事
會

六
月
二
日
　
理
事
會

六
月
五
日
　
用
具
配
給
委
員
倉

六
月
十
四
日
　
理
事
含

七
月
二
日
　
理
事
會

七
月
十
日
　
講
演
含
後
理
事
倉

七
月
十
八
日
　
甲
府
に
於
け
る
南
嶺
會

主
催
の
講
演
映
画
響
に
松
方
、
谷
口

闘
根
出
席
、
懇
談
管
の
席
上
山
梨
支

部
設
立
に
つ
き
意
見
交
換
す
ｃ

七
月

一
日
―
二
十
日
　
交
通
公
藤
中
央

事
務
所
に
開
設
の
登
山
相
談
所
に
理

事
有
志
は
輸
番
出
席
し
た
。

月
十
三
日
　
理
事
會

八
月
十
三
日
　
理
事
含

（
國
民
性
育
大

會
の
件
ゝ
組
織
渡
夫
の
件
）

各
　
支
　
部

山
梨
、
南
嶺
山
岳
會
及
び
甲
府
岳
連
を

中
心
と
し
て
支
部
誕
生
の
運
び
に
な
り

つ
ヽ
あ
る
。

二
重
、
山
形
、
香
川
に
於
て
も
支
部
設

立
の
準
備
が
企
て
ら
れ
て
ゐ
る
。

常
務
理
事
培
員

下
記
四
名
を
追
加
す
る
。
山
下

一
夫
、

人
澤
文
児
、
林
和
夫
、
開
根
吉
郎
。

第
二
同
國
民
冊
育

大
會
に
就
い
て

右
に
つ
い
て
は
激
て
か
ら
本
倉
及
び
祠

岡
支
部
に
於
て
銃
漬
準
備
中
で
あ
り
前

槻
に
帝
表
し
た
内
容
を
以
て
奉
行
の
豫

定
で
あ
る
。
参
加
希
望
者
は
九
月
二
十

日
迄
に
本
含
事
務
所
及
び
藤
岡
支
部
宛

御
申
込
を
願
ひ
た
い
っ

次
に
螢
育
大
會
に
於
け
る
表
彰
講
演
者

の
選
抜
は
極
め
て
困
難
な
問
題
で
あ
る

が
そ
の
選
抜
は
日
本
山
岳
會
常
務
理
事

各
支
部
長
ゝ
扁
岡
山
岳
連
盟
よ
り

一
名

を
以
て
委
員
會
を
組
織
し
惧
重
協
議
の

結
果
決
定
す
る
豫
定
で
あ
る
。

国
民
織
育
大
會
に
開
連
し
本
會
は
會
の

組
織
接
大
強
化
を
計
る
た
め
各
都
道
府

縣
性
育
課
に
封
し
て
各
地
肛
別
の
支
部

設
立
方
を
依
頼
し
、
又
一
方
地
方
在
住

の
有
力
會
員
に
封
し
て
は
支
部
設
立
に

際
し
積
極
的
な
協
力
と
援
助
と
を
切
に

望
む
次
第
で
あ
る
。

夏
に
明
年
度
の
第
四
同
国
民
性
育
大
會

は
目
下
構
想
を
ね
つ
て
ゐ
る
が
案
と
し

て
は
場
所
を
富
士
ＩＬＩ
と
し
十
月
乃
至
十

一
月
の
候
を
選
び
ア
イ
ゼ
ン
ゝ
ビ
ツ
ケ

ル
を
必
要
と
し
出
来
れ
ば
雲
上
露
誉
等

も
合
め
た
よ
り
高
度
の
技
術
普
及
を
眼

目
に
し
て
奉
行
し
た
い
と
思
ふ
。

二
月
の
行
事
豫
定

末
奉
積
雲
季
の
山
、を
封
象
と
し
て
維
地

法
研
究
の
講
習
會
を
行
う
豫
定
で
あ
る

場
所
は
日
下
富
士
山
の
豫
定
。
主
催
ば

東
京
都
山
岳
會
及
東
京
都
職
育
協
會
．

後
援
は
日
本
い
喜
會
。
詳
細
は
迫
て
費

表
す
る
。

☆

山

日

記

☆

待
望

‐久

―
‐
　

　

し
き
本

年
度
の
山
日
記
は
豫
定
よ
り
大
分
遅
れ

た
が
九
月
十
五
日
費
刊
の
豫
定
。
御
希

望
の
方
は
至
急
御
申
込
下
さ
る
や
う
願

ひ
ま
す
。新

入

會

員

番

競
　
　
氏
　
　
名

二

八

五

八

二
八
八
〇

街

一

頼
忠

小
糸

戸
昭

忠

一

幸
治

富
晃

猪
狩
　
博
信

三
井
　
松
男

ノヽ                      /ヽ
七               六

九 八 七 六 五 四 三 二 ~〇 九 八 七 六 五 四 三 二 一 ('九六 五 四 三 二 一

臓
野
　
俊
助

江
田
　
武
三

大
谷
　
　
要

齋
藤
　
捨
治

鈴
木
　
安
雄

ク
．木
　
春
雄

保
繹
　
逹
治

岩
瀬
　
良

一

齋
藤
　
格
助

齋
藤
　
一普
蔵

山
本
　
芳
就

新
井
彦
太
郎

石
川
忠
次
郎

原
田
　
　
売

村
松
　
孝

一

櫻
井
貴
美
子

小
竹
　
木
魔

住
所

香
川
縣

藤
岡
縣

下
開
市

扁
島
縣

東
京
都

桐
生
市

横
濱
市

東
京
都

辮
橋
市

東
京
都

高
岡
市

東
京
都

長
野
縣

松
本
市

長
野
縣

東
京
都

北
海
道

東
京
都

・横
演
市

甲
府
市

高 佐 大 江 姫 小 丸 高 谷 富
田 聯 岡 波 川 里 山 橋 井

満
逹 毅 之
郎 夫 助

(a
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七 六 五 四 三 二 一 〇 九 八 七 六 五 四 三 二 一 〇 九 八 七

★ 各山講習會豫告 ★

村
松
　
賢
三

深
澤
　
喜

一

浅
川
　
和
男

高
室
陽
二
郎

篠
原
　
要
仁

申
澤
　
春
夫

小
池
　
義
政

徳
明

友
三

新
八

二
三
雄

田
之
口
竹
之
助

甲
府
市

山
梨
縣

甲
府
市

山
梨
縣

甲
府
市

原 石 中 生
井 楯 原

百 遠 齋 石 直 鳥 内 清 鶴
瀬 藤 藤 川 田 居 藤 水 田
舜
太 武 俊 久 次 俊 英 榮 一
郎 夫 哉 雄 郎 雄 久 吉 郎

○
時
　
十

一
月
二
十

一
日
―
二
十
二
日

○
所
　
富
士
山
（
吉
田
口
よ
り
）

○
人
員
　
約
百
名

０
講
師
　
各
山
岳
部
０
‘Ｂ
及
び
都
内
山
岳
含
の
有
志
に
委

嘱
の
豫
定

〇
希
望
者
は
申
込
金
五
十
日
を
添
へ
て
十
月
二
十
五
日
迄
に

本
含
事
務
所
迄
申
込
の
こ
と

右
の
や
う
に
各
山
講
習
會
を
催
し
各
山
の
正
し
い
技
術
の
普

及
を
計
書
し
て
を
り
ま
す
か
ら
特
に
若
い
含
員
諸
氏
の
参
加

を
期
待
い
た
し
ま
す
。
細
目
は
何
れ
決
定
次
第
嚢
表
し
ま
す

が
っ
大
健
五
名
位
の
パ
ー
テ
イ
ー
に
リ
ー
ダ
ー
一
名
を
つ
け

る
豫
定
で
す
。
準
備
の
都
合
も
あ
り
希
望
者
は
成
可
く
早
く

御
申
込
を
願
ひ
ま
す
。
（措
営
理
事
　
堀
田
爾

一
）

九九

八 七 六 五 四 三 二 一 〇 九 八 七 六 五 四 三 二 一 〇 九 八

石
井

近 野 古 申 遠 舞 翻 宮 吉 羽 木 森 山 松 丸 石

藤 村 川 山 山 谷 永 岸 本 場 村  田 本 山 子

太

今
澤

井
上

水
口

今
井
友

茂
哲
夫爾

之
助

藤
治

敏
夫

志
郎

誠
夫

彰
二桂

喜
男健

耕

一清
太
郎

信
夫洋

泰
造

慶
三清

甲
府
市

東
京
都

石
川
縣

金
澤
市

石
川
縣

″金
澤
市

久
留
米
市

金
澤
市

石
川
縣

浦
和
市

東
京
都

三
〇
二
〇
　
範
囲
　
恒
男

山
岳
ス
キ
ー
連
盟
高
岡
市

二

九

四

〇

　

志

東
京
都

藤
手

鈴

二

九

五

〇

柳 小 柳 島 平

九 八 七 六 五 四 三 二 一六 五 四 三 二 一 八 七 六 五 四 三 二 一

″ 〃 富 ″ ″・ ″ ″ ″ ″

はI

市

高
岡
市

東
京
都

大
和

多
治
見

新
潟
縣

高
山
市

富
山
縣

小
樺
市

東
京
都

横
濱

市

一

東

京
都

豊 飛 春
吉 次 雄

岩 吉
川 川

良 康
毅 平 吉

九

二

九

二

〇
一二三四五六七八九

佳
博 辰

河 坂 永 岩 薦
日 本 井 井 山

聖
南
山
岳
會

田
申
　
　
悪

日
銅
山
岳
含

稽
葉
　
朝
秀

闘
　
　
　
玄

佐
々
木
邦
雄

鈴
木
　
　
保清

英

二

い
づ
み

森 籠 小
田 川・木

　
千
載

野

藤
不

野
　
桂
三

田
　
久
吉

政
司

野
塚
興

一
種
治

林
　
　
正
夫

三
浦
　
欣
哉

相
模

野

會

服
部
　
早
苗

山
本

村
山

阿
部

島
田

高
島

奥
野

光
雄

政
光

道
夫

重
春

士
郎

綱
重

日本山岳含編集 山 岳 季刊
河1:IIξ昆:!共同編集  lll ■0月 場3 

農

5督:計

冒
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研 究

東京都千代田E紳田小川町
=ノ

八

磯 賣 河  出  書  房

ム5J阪 150]頁

漁定債150回

次目
東
洋
の
山
と
西
洋
の
山

…
‥　
…
田
口

一
丁
郎

山
へ
の
思
慕
…
…
…
…
…
…
…
田
部

重

治

旅
情
と
い
ふ
こ
と

…
…
…
…
…

深
田

久

爾

◇
特
集

富
士
山
共
同
研
究
（座
談
會
）◇

山
岳
担
邊
（山
の
町
の
思
ひ
出
・岩
場
・山
小
屋
・雷
鳥
一

ナ
ン
グ
・
コ
ー
ト
登
攀
記

…
…
…
堀
田

弼
　
一

岩
登
に
つ
い
て

‥
…
…
…
…
伊
藤

洋

不

山
行
／
１
卜
三
箇
所
…
…
…
山
　
岳
　
會

中
川
入
山
公
の
登
山
具
（綸
と
文
）足
立
源

一
郎

山
友
達
（
上
條
嘉
門
次
）
…
…
…
…
根
　
　
有
恒

秋
山
の
篤
具
技
術
…
…
…
…
…
…
額
田
　
　
敏

山
の
料
理
・携
帯
食
糧
…
…
…
…
黒
田

初

手

エ
ヴ
エ
レ
ス
ト
登
山
の
研
究
（其
一）

高
虎
露
螢
地
の
問
題
‥
…
…
…
…
…
開
根

自
馬
岳
志
雑
孜

（上
Ｙ
…
…
…
…
…
…
…
中
島

北
部
大
興
安
嶺
縦
断
紀
行

（其
一
）

根
河
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
吉
良

登
山
家

マ
ム
と
日
本
山
岳
會
の
人
々
‥
小
島

木

暮

理

太

静坤
　

（
献
帥
畝
賠
一
・
日
高
信

六
郎

）

茨
木
猪
之
吉
　
（
中
村
清
太
郎
・
交
野
武
一
）

ア

ル
バ
イ

ン
．
ノ
ー
ト
　
雑
録

東
京
都
千
代
田
Ｅ
紳
田
小
川
町
三
ノ
八

螢

賣

河

出

書

房 士
口　
師即

正

文

龍

夫

鳥

水

憶=rh誕ヨ

(3)
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六             五             四             三

三 二 一 〇 九 八 七 六 五 四 三 二 一 〇 九 八 七 六 五 四 三 二 一 〇 九 八 七 六 五 四 三 二 一 〇 九 八 七

赤
尾
　
幸
子

村
崎
　
勝
行

渡
邊
　
兵
力

小
澤

綾
子

岡
本
　
豊
子

木
島
　
政
子

河
合
　
涼
治

北
城
　
峻
秋

塚
原
周
市
郎

奥
村
　
健

一

杉
原
　
泰
子

奥
　
　
一死
朝

小
柴
　
一
雄

木
村
　
誠
治

坂
倉
登
喜
子

今
井
　
雄
二

川
崎
　
精
雄

山
上
隆
之
助

大
竹
　
　
清

原
　
　
仝
教

高
橋
　
　
照

菅
野
　
　
豊

村
上
勝
太
郎

寒
竹
　
　
進

植
松
　
溝
作

奥
田
　
節
子

青
柳
　
篤
幸

大
橋
邦
太
郎

京
捨
　
源

一

大
田
垣
榮

一

佐
藤
幸
四
郎

吉
川
　
　
充

西
丸
　
震
哉

中
島
　
　
進

松
下
　
英
夫

片
山
　
牧

一

高
橋
　
三
郎

東
京
都

川
崎
市

東
京
都

静
岡
縣

東
京
都

鎌
倉
市

東
京
都

○
八

五 四 三 二 一 〇 九 八 七 六 五 四 三 二 一

○
九

八 七 六 五 四 三 二 一 〇 九 八 七

代
表 四

黒

田

　

圭

助

高

嶋

　

仁

郎
米
平釜

廣
太
郎

常
弘

寛
子

貞
男

逹
夫

恒
雄顧

一
郎配

い

省
三

錐
倉
市

東
京
都

新
潟
縣

東
京
都

鎌
倉
市

東
京
都

横
濱
市

東
京
都

代
九 八 表 七 六 五

鶴
末
山
岳
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

長
基
　
光
國
　
　
石
川
縣

藤
野
　
貞
雄
　
　
東
京
都

山
内
　
一
徳
　
　
″

三
菱
横
濱
造
船
所
山
岳
部

川
森
同
夫
郎
　
　
横
濱
市

水
谷
　
辰
雄
　
横
須
賀
市

戸
塚
　
武
彦
　
　
東
京
都

三
〇
七
〇
　
荒
井
　
義
郎

坂 時 金 村 員 藤 野 戸 野 鈴 和 村 岡
田 坂 田 島 岡 田 村 申 木 田 井 田

頑
五

員Б

六
　
宮
田
　
政
義

本
片
山
数
雄
　
　
異
市

新
田
　
　
業
　
　
構
濱
市

昇
　
　
東
京
都

勉
　
　
″

邦
介
　
横
須
賀
市

弘
　
神
奈
川
縣

玉
吉
　
　
新
潟
縣

深
海
　
重
晴
　
　
〃

藤
井
正
太
郎
　
　
″

渡
邊
　
季
正
　
　
″

桐
生
　
次
郎
　
　
″

田
村
　
太
市
　
　
″

早 河 河 神 田
川 野 内 山 中

九

二
一
〇
〇一二三四五六七八九

二

一
一
〇

三

一
三
〇一二三四五

今
井
　
幸
吉

石
井
平
八
郎

大
江
　
徳
次

山
本
清
次
郎

酒
井
　
五
郎

今
井
　
一
策

小
林
　
正
治

桐
生
　
正
司

青
木
太
郎
吉

五
十
嵐
三
耶

石
黒
　
清
介

清
水
　
正
道

武
井
　
辰
雄

佐
々
木

信

篠
崎
　
一一郎

申
山
　
俊
夫

飯
島
　
元
次

飯
島
　
重
光

九 八 七 六 五 四 三 二 一 〇 九 八 七 六 五 四 三 二 一

大 月 芳 小 欄 井 杉 岩 佐 石 渡 高 島 高 杉 高 星 皆 精
賀 村 田 田 木 上 井 井 藤 黒 li`li主 橋  林 山 林 野 川 田

邦
知 文 美 員 敏 定 賀 松 嘉 武 愉 英 喜 熊 正 弘 之 信 正
已 吾 枝 道 郎 夫 親 英 市 久 男 夫 作 七 壽 一 助 一 三

新
ツ島
縣

″ 新
″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ 〃 ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″ ″

潟
縣

柏
時
市

新
潟
縣

三
條
市

廣
島
市

東
京
都

久
留
米
市

岐
阜
縣

旭
川
市

薦
岡
市

東
京
都

札
幌
市

田
川
市

東
京
都

「

員‐
訓

報‐

荒
井
道
太
郎
氏
（
會
員
番
競

一
四
二
九
、

昭
和
八
年
二
月
入
含
）
昭
和
十
九
年

二
月
病
死
さ
る
。

湯
浅
巖
氏
（
會
員
番
競

一
四
九
六
、
昭
和

八
年
十
二
月
入
含
）
昭
和
十
九
年
七

月
十
八
日
サ
イ
パ
ン
島
に
て
職
死
さ

る

。

美
木
富
士
哉
氏
（
倉
員
番
暁

一
七
三
八
、

昭
和
十
三
年
五
月
入
會
）
昭
和
二
十

年

一
月
十
三
日
渥
美
牛
島
に
て
戦
歿

き

る

。

飯
塚
篤
之
助
氏
（含
員
番
排
五
五
四
、
大

正
六
年
八
月
入
倉
）
昭
和
十
年
五
月

十
日
戦
災
死
さ
る
。

宮
崎
武
夫
氏
（
含
員
番
第

一
三
六
四
、
昭

和
七
年
五
月
入
會
）
昭
和
二
十
年
六

月
八
日
病
死
き
る
。

高
瀬
進
三
氏
（
含
員
番
競

一
一
九
六
、
昭

和
五
年
六
月
入
會
）
昭
和
二
十
年
六

月
二
十
一
日
河
北
省
曲
陽
縣
東
諸
候

に
て
戦
死
さ
る
。

林
　
俊
介
氏
（
含
員
番
琥

一
六
〇
五
、
昭

和
十
年
九
月
入
含
）
昭
和
二
十
年
七

月
十
日
南
洋
群
島
セ
ン
ト
ア
ン
ド
レ

ウ
諸
島
ソ
ン
ン
ル
島
に
て
戦
死
さ
る

黒
田
孝
雄
氏
（
含
員
番
猿
六
四

一
、
大
正

七
年
十
一
月
入
倉
）
昭
和
十
年
八
月

十
七
日
比
島
に
て
戦
残
さ
ろ
。

小
谷
部
全
助
氏
（
含
員
番
競

一
七
七
六
ゝ

昭
和
十
四
年
四
月
入
會
）
昭
和
二
十

年
十
二
月
十
三
日
肺
結
核
た
て
病
歿

さ

る

。

榎
谷
徹
蔵
氏
（
含
員
番
競

一
三
七
ゝ
明
治

四
十
年
十
二
月
入
含
）
昭
和
二
十
二

年
八
月
二
日
榮
養
不
調
に
て
逝
去
さ

る

。

高
橋
健
治
氏
（今
員
番
統

一
一
三
四
、
昭

和
四
年
九
月
入
倉
）
昭
和
二
十
二
年

十
二
月
二
十
七
日
病
死
さ
る
。

山
本
雄

一
郎
氏
（
含
員
番
競

一
九
〇
七
、

昭
和
十
六
年
五
月
入
會
）
戦
歿
さ
る
。

園
山
徳
二
郎
氏
（
含
員
番
統

一
一
七
八
、

昭
和
五
年
五
月
入
含
）
戦
歿
さ
る
。

大
田
叉
一
氏
（會
員
番
沸

一
一
八
三
、
昭

和
五
年
五
月
人
會
）
戦
病
死
さ
る
。

本
含
は
幾
多
有
意
な
る
含
員
を
失
ひ
た

る
こ
と
ケ
惜
み
深
く
哀
悼
の
意
を
表
す

スフ。昭
和
十
三
年
九
月
二
十
日
費
行

東
京
都
千
代
田
町
碑
田
駿
河
壺
四
ノ
六

資
行
所

　

醜
畑

日

本

山

岳

會

‐‐
ギ
一ガ
五
カ
番

電
話
紳
田
〈
二
０
八
へ
番

偲
育
含

三
二
一
二
四
番
」

東
　
都
杉
並
圧
大
宮
前
六
ノ
〓
九
四

印
刷
所
　
　
格

文

献

印

刷

所

前
日
本
山
岳
倉
長
　
轟肛
い

有
恒
著

ア
ル
バ
ー
タ
初
登

頂
詳
録
を
加
ふ
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